
1 

 

会  議  要  旨 

会議の名称 令和７年度 第２回川越市公民館運営審議会 

開 催 日 時  令和７年１０月２０日（月） 午後２時～午後３時５５分 

開 催 場 所  中央公民館 軽体育室 

議   長 （会 長） 岡田すぎ子 

出 席 者 （副会長） 向坂 晶芳 

（委員）山本 由香里  里村 裕二  水口 博之 塩野 富雄 

    七五三掛 桜  髙野 明夫  末次 豊  小峰 肇 

    米原 民子   大澤 三郎  山口 宰  水村 富美子 

    吉岡 一美   山野 敏子  小西 新一 松本 博明 

以上１８名（会長・副会長含め） 

欠 席 者 （委員）大西 麗衣子 川村 公平 志村 和宏 長峰 す美子 

    野村 桂子 以上５名 

傍 聴 人 ０名 

事務局職員 

職・氏 名 

中央公民館長 中央公民館副館長 中央公民館副主幹 中央公民館主査 

南公民館長 北公民館長 芳野公民館長 古谷公民館長 

南古谷公民館主幹 高階公民館長 高階南公民館長 福原公民館長 

大東公民館長 大東南公民館長 霞ケ関公民館主幹 霞ケ関西公民館長 

霞ケ関北公民館長 川鶴公民館長 名細公民館長 山田公民館長 

 以上２０名 

会 議 次 第  １ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

 ⑴ 令和６年度公民館の事業記録について（報告） 

 ⑵ 「登録グループの活性化と支援」について（協議） 

 ⑶ その他 

４ 閉会 

 

 

配 布 資 料 １ 川越市公民館利用グループの登録及び育成に関する要綱 

２ 公民館の登録団体数について 

３ グループ割表 

４ 第１回川越市公民館運営審議会会議要旨 

５ 第 48回全国公民館研究集会・第 65回関東甲信越静公民館研究大

会埼玉大会チラシ 
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 議 事 の 経 過 

事務局 

 

 

 

 

事務局 
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委員 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

  小熊中央公民館長、岡田会長よりあいさつ 

 

３ 議題 

 ⑴ 令和６年度公民館の事業記録について（報告） 

 事務局より、議題の趣旨について説明。 

 昨年度は全公民館の事業を２回に分け報告したが、委員からの意見

交換の時間が不足していた。公民館が課題と感じているテーマについ

て、委員から幅広く意見を募る場とし、いろいろな解決方法を考える

場とさせていただきたい。次回１月に再度意見を伺い実施したいと考

えている。 

 今回は「登録グループの活性化と支援」を協議し、議題の⑴の報告

については、登録グループが講師を務めた講座を中心に中央公民館、

南公民館、北公民館、大東南公民館、霞ケ関北公民館の事業報告とさ

せていただきたい。 

 

 事前配布した「令和６年度川越市の公民館事業記録」により、該当

の各公民館長等から目的や成果と課題等の報告を行った。 

（報告した主な事業） 

 中央公民館「夏休み！チャレンジ体験教室」 

 南公民館「夏休み子ども囲碁教室」 

 北公民館「ふれあい卓球」など 

 大東南公民館「ファミリー陶芸教室」など 

 霞ケ関北公民館「ふれあい講座」 

（挙がった意見・質問） 

・ 登録グループの基本的なことを確認したい。 

 事務局から「川越市公民館利用グループの登録及び育成に関する

要綱」により説明を行った。 

・ 全体的な意見として公民館の教養講座が少ないと感じる。開催

されている教養講座の参加者は多く、需要があるのではないか。 

・ 重複する講座や団体が見受けられるので、統合すると良いので

はないか。 

・ 事業記録は何部発行し、どこに配布しているのか。 

 約 80 部で教育委員や公民館運営審議会など関係者に配布してい

る。多く発行したいが予算の都合の問題がある。また、ペーパーレ
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事務局 

ス化による WEB公開なども検討しているが課題がある。 

・ 登録グループの代表をしているが、事業記録に目を通すと事業数

に驚く。登録グループとの講座だけでなく、様々な活動があると感

じた。 

 

⑵ 「登録グループの活性化と支援」について（協議） 

  事務局から配布した「川越市公民館利用グループの登録及び育成

に関する要綱」や「公民館の登録団体数について」に基づき、公民

館登録グループの目的と手続き、公民館の役割、登録グループの役

割、現状について説明を行った。 

  出席の委員を３グループに分け、公民館登録グループの現状や課

題について、それぞれのグループでその背景や理由を話し合い、最

後に各グループから発表を行った。 

  主な意見としては、公民館登録グループの高齢化、若い人の趣向

の変化、登録要件が厳しい、公民館の利用率が高ければ良いのでは

ないか、公民館の施設面での老朽化や時代に即した施設でないこと、

SNSの普及による広報活動の変化などが挙がった。 

  次回第３回の審議会では、第２回で話し合って出された課題、背

景や理由等について事務局でまとめ、その解決方法について協議す

る。 

 

 ⑶ その他 

  ① 次回の予定を事務局から説明。令和８年１月１５日（木）午

後２時～より今回の協議の続きを行う。今年度最終回の第４回

を令和８年２月 ４日（水）午後２時～より来年度の公民館の

運営方針について報告する。 

 ② 来月１１月２５日に新しい霞ケ関北公民館がオープンする。 

 ③ 来年４月貸室利用分より予約システムが変更となる。事前に

利用者登録が必要で１１月５日より受け付けを開始する。 

 ④ 来年の６月以降より、公民館も指定避難所となるよう市では、

準備をしている。詳細については、追ってこの場で報告する 

 ⑤ １１月１２日、１３日に全国公民館研究集会東京大会が東京

国際フォーラムで開催され、会長・副会長が参加する。来年、

埼玉大会を本市ウェスタ川越で予定している。 

 

４ 閉会  

  向坂副会長よりあいさつ 

 


